
弁護士不足の解消を求めるシンポジウム
～リーガルリテラシーと世界の中の日本～

主催：ロースクールと法曹の未来を創る会
後援：経済同友会・日本商工会議所・

全国中小企業団体中央会・読売新聞社

QRコード又はURL（ https://forms.gle/V1FDrBNWXvz8wTQd8）よりお申込みください。

【お問合せ先】ロースクールと法曹の未来を創る会 info@lawyer-mirai.com

2025年5月27日(火)

18時～20時

参加費無料
Web同時開催

講演者

久保利英明（当会代表理事、弁護士）

発言者（五十音順）

内田 貴 及川 勝
（東京大学名誉教授、弁護士） （全国中小企業団体中央会常務理事）

大野 顕司 小幡 忍
（住友化学株式会社常務執行役員） （日本電気株式会社取締役）

高橋 徹
（読売新聞東京本社調査研究本部主任研究員）

企業が対応を迫られる法的課題は、質・量ともに空前絶後の拡がりをみせています。
ところが、司法試験の合格者数は、2012年度は2,102人だったものの、その後は減少の一途を
辿り、昨年は1,592人にまで減少しています。裁判官や検察官になる人数を踏まえると、新た
に弁護士になるのは毎年1,300人ほどに過ぎません。この1,300人を、上場しているだけでも
約4,000社の企業、18,000以上の法律事務所、1,718の地方公共団体などが奪い合っている状
況です。企業が弁護士を採用したくても、採用できないのが現状です。
世界に目を向けると、130万人の弁護士で世界の法務市場を席巻するアメリカに対抗して、中
国も70万人の弁護士を擁して「一帯一路政策」を展開するなど、国家が国際競争戦略として
弁護士増員を推進しています。日本がこのまま弁護士数を減らし続ければ、これらの国には
太刀打ちできません。
この状況を打開するため、このシンポジウムを開催することとしました。
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